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■会長報告 和田　賢二 会長

　皆さんこんにちは。

　9月は、例会が少なかったので少し一息

できるのかなと思っておりましたが、ガバ

ナー公式訪問例会と第2500地区大会があ

りましたので、結構ボリュームのある月となりました。

　今回は、ガバナーが帯広市内5クラブの中から輩出さ

れているという事で、慣例に従いまして地区大会を全員

登録と致しました。

　会員の皆様には、物心両面でご負担をお掛け致しまし

た。合わせまして、ご協力を頂きました事に大変感謝申

し上げます。

　地区大会全体を通しましては、会員の皆さんによる手

作り感が、随所に感じられる心温まる物でした。また、演

出もステージ作りも大変スマートな印象を受けました。

　但し、昼食のお弁当は、奥周盛ガバナー年度の地区大

会を参考にして頂きたかったと思う次第です。

　重要な大会決議は多々ありましたが、この20年間ロー

タリー会員が世界で120万人を推移している為、会員増

に努める事。そして、ロータリーの奉仕活動を地域社会

にもっと理解してもらうプログラムを行う、という事だ

ったと思います。

　今まさに、今年度帯広クラブが掲げている「4つの拡め

よう」という事業が、RIが求めている事だと思います。

私も、これを今年一年間の中で一生懸命行って参りたい

と存じます。

　RI会長代理の三木�明さんは、バリー・ラシン会長の代

理として地区大会に出席し、世界のロータリーについ

て、日本のロータリーについて話し合い、地域のニーズ

にもしっかりと目を向けながら、これからのロータリー

の方向について真剣に語り合うように仰せつかって来

たと仰っておりました。また、今年度は、ロータリーが大

きな変化を迎える年となるので、次なるロータリーの50

年、100年に向けて、ロータリーの本質とは何かを改め

て確認しながら、今後のビジョンを探り、行動する素晴

らしい時を迎える事が出来ると仰っておりました。

　私も2日間の大会を通しまして、三木RI会長代理の大

変思いの深い言葉を、しっかりと受け止めさせて頂きま

した。

■プログラム　「会員卓話」 プログラム委員会

　「新入会員卓話」　高木　　剛 会員
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「新入会員卓話」　矢野　雅之 会員

　本日は私の人生や仕事の経歴について

話をさせて頂きます。

　第一生命保険相互会社に入社をしたの

は2003年であり、現在16年目となります。

（現在は第一生命保険株式会社であり、2010年に相互会

社から株式会社へ移行）

　学生時代に「がん」という病気に対して入院や治療、闘

病生活そして家族に与える影響などを知ることでこの

病気に対する保険の必要性を感じたのが入社のきっか

けでした。

　私の経歴ではシステム部門、法人営業部門、人事部門、

機関長業務を経験しており、機関長業務として3カ所目

が帯広となります。群馬県、青森県と歴任し、昨年4月に

北海道帯広市に着任しました。帯広支社では十勝地域を

担当しています。

　青森県の三沢市ではご縁がありましてロータリーク

ラブに入会させて頂きました。

　さて、がんは日本では死因のトップであり、1年間に

約100万人が新たにがんになっているというデータがあ

ります。つまり32秒に1人の割合で新たにがんになる計

算であり、本日10分程度の時間をいただきましたが、こ

の間にも発生しているのです。医療の情報などを提供し

ていくことは、私の仕事にとって重要な使命であると感

じています。

　第一生命帯広支社はこの地に開設して来年6月には70

周年を迎える組織であり、これも皆様からご支援頂いて

いるからであると認識しております。今後ともよろしく

お願いいたします。以上で簡単ですが私の卓話とさせて

いただきます。ありがとうございました。

■会務報告	 外㟢　裕康 幹事

①帯広RC、10月31日（水）の例会は、休会と致します。

②�帯広南RC、10月　8日（月）の例会は、祝日のため休会

と致します。

　帯広東RC、10月　9日（火）の例会は、休会と致します。

③帯広北RC、夜間例会開催のご案内

　日　時　10月12日（金）午後6時30分

　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

④帯広南RC、移動例会開催のご案内

　日　時　10月15日（月）午前11時

　場　所　JA帯広かわにし別府事業所（長芋工場見学）

⑤帯広北RC、移動例会開催のご案内

　日　時　10月19日（金）午後0時

　場　所　北の杜（帯広の森内）

⑥帯広西RC、夜間例会開催のご案内

　日　時　10月25日（木）午後6時30分

　場　所　北海道ホテル

■退会挨拶

末次　一郎 会員

■委員会報告

・出席報告	 出席委員会

10月3日例会の報告

　会員総数90名　内免除会員4名　　出席者数56名

9月5日例会の報告

　メークアップを含む出席者数66名　出席率73.3%

■10月プログラム予定

10月10日（水）　「情熱のたすき」

	 讃岐　武史 会員 （米山記念奨学委員会）

10月17日（水）　「人口減少におけるサスティナブルな

　　　　　　　『街づくり』とは」

	 野村　文吾 委員長 （社会奉仕委員会）

10月24日（水）　「会員卓話」	 （プログラム委員会）

10月31日（水）　「休　会」


